
(57)【要約】

【課題】壁際部分に対する清掃性を向上し得るようにす

る。

【解決手段】先端面に開口部１を有し後端面２に閉口部

を有する負圧発生用筒体４を設け、負圧発生用筒体４の

後端面２に吸引管３の先端部を接続すると共に、負圧発

生用筒体４と吸引管３との間に回転機構２１を介在させ

て負圧発生用筒体４を回転自在に構成し、更に、負圧発

生用筒体４の先端側部分に、ゴミを捕集可能なブラシ部

２３を全周に亘って設置するようにしている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 先 端 面 に 開 口 部 を 有 し 後 端 面 に 閉 口 部 を 有 す る 負 圧 発 生 用 筒 体 を 設 け 、
　 該 負 圧 発 生 用 筒 体 の 後 端 面 に 吸 引 管 の 先 端 部 を 接 続 す る と 共 に 、
　 負 圧 発 生 用 筒 体 と 吸 引 管 と の 間 に 回 転 機 構 を 介 在 さ せ て 負 圧 発 生 用 筒 体 を 回 転 自 在 に 構
成 し 、
　 更 に 、 負 圧 発 生 用 筒 体 の 先 端 側 部 分 に 、 ゴ ミ を 捕 集 可 能 な ブ ラ シ 部 を 全 周 に 亘 っ て 設 置
し た こ と を 特 徴 と す る 吸 込 口 体 。
【 請 求 項 ２ 】
　 負 圧 発 生 用 筒 体 の 先 端 側 外 周 に 外 気 流 入 隙 間 を 有 し て 外 気 導 入 用 筒 壁 部 を 配 設 し 、
　 該 外 気 導 入 用 筒 壁 部 の 先 端 部 に 前 記 ブ ラ シ 部 を 取 付 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載
の 吸 込 口 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 吸 込 口 体 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 自 動 車 な ど の 車 両 に 使 用 さ れ る 樹 脂 部 品 に は 、 粉 体 成 形 装 置 （ パ ウ ダ ー ス ラ ッ シ ュ 装 置
） に よ っ て 成 形 さ れ た も の が 存 在 す る 。 こ の 粉 体 成 形 装 置 は 、 樹 脂 粉 体 を 貯 留 す る リ ザ ー
バ （ 粉 体 容 器 ） を 、 高 温 に 保 持 さ れ た 転 写 用 金 型 と 衝 合 さ せ る と 共 に 、 リ ザ ー バ と 転 写 用
金 型 と を 反 転 さ せ て 、 リ ザ ー バ 内 の 樹 脂 粉 体 を 転 写 用 金 型 上 に 落 下 さ せ る こ と に よ り 、 転
写 用 金 型 の 熱 で 樹 脂 粉 体 を 溶 融 さ せ る と 共 に 転 写 用 金 型 に 付 着 さ せ て 、 樹 脂 部 品 を 成 形 す
る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 粉 体 成 形 装 置 で は 、 成 形 を 繰 返 す う ち に 、 リ ザ ー バ と 転 写 用 金 型 と の 衝 合 面
に 付 着 し た 樹 脂 粉 体 が 、 熱 に よ っ て 、 焦 げ た り 、 溶 け て 固 ま っ た り 、 糸 を 引 い て 延 び た り
す る な ど に よ り ゴ ミ が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な ゴ ミ を 放 置 し た ま ま 成 形 を 行 う と 、 樹 脂 部 品 に 巣 や 凹 凸 な ど が で き て 製 品 の
品 質 が 低 下 す る た め 、 定 期 的 に 清 掃 を 行 う 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 リ ザ ー バ 内 の 樹 脂 粉 体 を 回 収 し て ゴ ミ を 分 離 し 得 る よ う に し た 成 形 用 粉 体 回 収
装 置 が 開 発 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 成 形 用 粉 体 回 収 装 置 は 、 吸 引 装 置 と 、 こ の 吸 引 装 置 に 吸 引 管 を 介 し て 接 続 さ れ た 吸
込 口 体 と を 備 え て い る 。 吸 引 管 の 途 中 に は 、 空 気 と 樹 脂 粉 体 と を 分 離 可 能 な サ イ ク ロ ン 装
置 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 吸 込 口 体 は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 先 端 面 に 開 口 部 １ を 有 す る と 共 に 後 端 面 ２ に 閉 口
部 を 有 す る 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ を 備 え て い る 。 こ の 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ の 後 端 面 ２ に は 吸 引 管
３ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ の 後 端 面 ２ に は 外 気 導 入 孔 ５ が 形 成 さ れ 、 こ の 外 気 導 入 孔 ５ か
ら 導 入 さ れ た 外 気 ６ を 、 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ の 内 部 を 通 し て 開 口 部 １ の 近 傍 へ と 導 く 吹 付 管
７ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ の 開 口 部 １ に は 、 ゴ ミ を 捕 集 す る と 共 に 、 篩 と し て の 機 能 お よ
び 潜 り 込 み 防 止 機 能 を 有 す る 金 網 ８ が 取 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
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　 こ の 成 形 用 粉 体 回 収 装 置 で は 、 吸 引 装 置 を 作 動 さ せ る と 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 吸 引 管 ３
を 介 し て 吸 込 口 体 の 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ 内 部 の 空 気 が 吸 込 ま れ 、 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ 内 部 が 負
圧 と な る た め 、 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ 内 外 の 圧 力 差 が 等 し く な る よ う に 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ 先 端
面 の 開 口 部 １ か ら 金 網 ８ を 介 し て 外 気 ６ が 吸 引 さ れ る 。 こ の 時 の 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ 内 部 の
空 気 の 流 れ は 、 先 端 面 側 か ら 後 端 面 ２ 側 へ の 一 方 向 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 状 態 で 、 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ 先 端 面 の 開 口 部 １ を リ ザ ー バ 内 の 樹 脂 粉 体 ９ の 表 面 に 当
接 さ せ る と 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 開 口 部 １ が 樹 脂 粉 体 ９ で 塞 が れ て 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ の 内
部 が ほ ぼ 密 閉 空 間 と な り 、 開 口 部 １ か ら の 外 気 ６ の 吸 引 が で き な く な る た め 、 負 圧 発 生 用
筒 体 ４ の 後 端 面 ２ に 形 成 さ れ た 外 気 導 入 孔 ５ か ら 外 気 ６ が 導 入 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ う し て 、 導 入 さ れ た 外 気 ６ は 、 吹 付 管 ７ を 通 っ て 開 口 部 １ の 近 傍 へ と 導 か れ 、 金 網 ８
越 し に 樹 脂 粉 体 ９ の 表 面 へ 局 所 的 に 吹 付 け ら れ る 。 そ の 結 果 、 吹 付 管 ７ か ら 吹 出 し た 空 気
は 、 直 下 部 の 金 網 ８ 付 近 の 樹 脂 粉 体 ９ や ゴ ミ を 吹 乱 し つ つ 、 樹 脂 粉 体 ９ の 表 面 よ り も 深 い
位 置 ま で 到 達 し た 後 、 反 転 さ れ 、 金 網 ８ の 上 記 直 下 部 の 外 側 部 分 を 再 通 過 し て 負 圧 発 生 用
筒 体 ４ の 内 部 へ と 戻 さ れ る 。 こ の 時 、 上 記 直 下 部 周 辺 で 吹 乱 さ れ た 樹 脂 粉 体 ９ は 反 転 す る
空 気 に よ っ て 巻 上 げ ら れ 、 金 網 ８ で 篩 わ れ た 後 、 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ の 内 部 へ 入 っ て 舞 上 げ
ら れ る 。 こ の 際 、 樹 脂 粉 体 ９ に 混 入 し て い た ゴ ミ は 、 金 網 ８ に て 捕 集 さ れ る 。 負 圧 発 生 用
筒 体 ４ 内 で 舞 上 げ ら れ て い る 樹 脂 粉 体 ９ は 、 反 転 さ れ た 空 気 に 同 伴 さ れ て 、 吸 引 管 ３ を 介
し サ イ ク ロ ン 装 置 へ と 搬 送 さ れ て 、 サ イ ク ロ ン 装 置 で 空 気 と 分 離 さ れ て 回 収 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ し て 、 上 記 吸 込 口 体 を リ ザ ー バ 内 で 適 宜 動 か す こ と に よ り 、 リ ザ ー バ の 全 体 に 亘 っ て
樹 脂 粉 体 ９ の 回 収 ・ 清 掃 を 行 う 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － １ ５ ３ ３ ０ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 吸 込 口 体 で は 、 リ ザ ー バ な ど の 壁 際 部 分 に 対 す る 清 掃 作 業 が し 難 い
と い う 問 題 が あ っ た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 発 明 で は 、 先 端 面 に 開 口 部 を 有 し 後
端 面 に 閉 口 部 を 有 す る 負 圧 発 生 用 筒 体 を 設 け 、 該 負 圧 発 生 用 筒 体 の 後 端 面 に 吸 引 管 を 接 続
す る と 共 に 、 負 圧 発 生 用 筒 体 と 吸 引 管 と の 間 に 回 転 機 構 を 介 在 さ せ て 負 圧 発 生 用 筒 体 を 回
転 自 在 に 構 成 し 、 更 に 、 負 圧 発 生 用 筒 体 の 先 端 側 部 分 に 、 ゴ ミ を 捕 集 可 能 な ブ ラ シ 部 を 全
周 に 亘 っ て 設 置 し た 吸 込 口 体 を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た 発 明 で は 、 負 圧 発 生 用 筒 体 の 先 端 側 外 周 に 外 気 流 入 隙 間 を 有 し て
外 気 導 入 用 筒 壁 部 を 配 設 し 、 該 外 気 導 入 用 筒 壁 部 の 先 端 部 に 前 記 ブ ラ シ 部 を 取 付 け た 吸 込
口 体 を 特 徴 と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 負 圧 発 生 用 筒 体 と 吸 引 管 と の 間 に 回 転 機 構 を 介 在 さ せ て 負 圧
発 生 用 筒 体 を 回 転 自 在 に 構 成 し た こ と に よ り 、 負 圧 発 生 用 筒 体 の 動 き に 追 随 し て 、 回 転 機
構 が 作 動 し 、 負 圧 発 生 用 筒 体 が （ 従 動 ） 回 転 さ れ る よ う に な る の で 、 壁 際 部 分 な ど に 対 す
る 負 圧 発 生 用 筒 体 の ア ク セ ス 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。 ま た 、 負 圧 発 生 用 筒 体 の 先 端 側
部 分 に 、 ゴ ミ を 捕 集 可 能 な ブ ラ シ 部 を 全 周 に 亘 っ て 設 置 し た こ と に よ り 、 壁 際 部 分 の ゴ ミ
を ブ ラ シ 部 で 浮 か し 取 っ た り 絡 め 取 っ た り す る こ と が で き る よ う に な る 。 更 に 、 負 圧 発 生
用 筒 体 が （ 従 動 ） 回 転 さ れ る こ と に よ り 、 ブ ラ シ 部 の 引 き 摺 り や 擦 れ な ど が 抑 え ら れ 、 且
つ 、 ブ ラ シ 部 の 曲 り が 緩 和 ・ 防 止 さ れ る た め 、 ブ ラ シ 部 の 機 能 低 下 を 防 止 す る こ と が で き
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る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 負 圧 発 生 用 筒 体 の 先 端 側 外 周 に 外 気 流 入 隙 間 を 有 し て 外 気 導
入 用 筒 壁 部 を 配 設 し 、 外 気 導 入 用 筒 壁 部 の 先 端 部 に 前 記 ブ ラ シ 部 を 取 付 け た こ と に よ り 、
上 記 に 加 え て 、 外 気 流 入 隙 間 か ら ブ ラ シ 部 へ 向 け て 外 気 が 送 給 さ れ る よ う に な る の で 、 ゴ
ミ が ブ ラ シ 部 と 接 触 す る 機 会 が 増 大 し 、 以 て 、 ブ ラ シ 部 に よ る 清 掃 能 力 を 高 め る こ と が で
き る よ う に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 壁 際 部 分 に 対 す る 清 掃 性 を 向 上 す る と い う 目 的 を 、 負 圧 発 生 用 筒 体 と 吸 引 管 と の 間 に 回
転 機 構 を 介 在 さ せ て 負 圧 発 生 用 筒 体 を 回 転 自 在 に 構 成 し 、 更 に 、 負 圧 発 生 用 筒 体 の 先 端 側
部 分 に 、 ゴ ミ を 捕 集 可 能 な ブ ラ シ 部 を 全 周 に 亘 っ て 設 置 す る 、 と い う 手 段 で 実 現 し た 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 具 体 化 し た 実 施 例 に つ い て 、 図 示 例 と 共 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ は 、 こ の 発 明 の 実 施 例 を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま ず 、 構 成 に つ い て 説 明 す る と 、 自 動 車 な ど の 車 両 に 使 用 さ れ る 樹 脂 部 品 に は 、 粉 体 成
形 装 置 （ パ ウ ダ ー ス ラ ッ シ ュ 装 置 ） に よ っ て 成 形 さ れ た も の が 存 在 す る 。 こ の 粉 体 成 形 装
置 は 、 樹 脂 粉 体 を 貯 留 す る リ ザ ー バ （ 粉 体 容 器 ） を 、 高 温 に 保 持 さ れ た 転 写 用 金 型 と 衝 合
さ せ る と 共 に 、 リ ザ ー バ と 転 写 用 金 型 と を 反 転 さ せ て 、 リ ザ ー バ 内 の 樹 脂 粉 体 を 転 写 用 金
型 上 に 落 下 さ せ る こ と に よ り 、 転 写 用 金 型 の 熱 で 樹 脂 粉 体 を 溶 融 さ せ る と 共 に 転 写 用 金 型
に 付 着 さ せ て 、 樹 脂 部 品 を 成 形 す る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の よ う な 粉 体 成 形 装 置 で は 、 成 形 を 繰 返 す う ち に 、 リ ザ ー バ と 転 写 用 金 型 と の 衝 合 面
に 付 着 し た 樹 脂 粉 体 が 、 熱 に よ っ て 、 焦 げ た り 、 溶 け て 固 ま っ た り 、 糸 を 引 い て 延 び た り
す る な ど に よ り ゴ ミ が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の よ う な ゴ ミ を 放 置 し た ま ま 成 形 を 行 う と 、 樹 脂 部 品 に 巣 や 凹 凸 な ど が で き て 製 品 の
品 質 が 低 下 す る た め 、 定 期 的 に 清 掃 を 行 う 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ こ で 、 リ ザ ー バ 内 の 樹 脂 粉 体 を 回 収 し て ゴ ミ を 分 離 し 得 る よ う に し た 成 形 用 粉 体 回 収
装 置 が 開 発 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 成 形 用 粉 体 回 収 装 置 は 、 吸 引 装 置 と 、 こ の 吸 引 装 置 に 吸 引 管 を 介 し て 接 続 さ れ た 吸
込 口 体 と を 備 え て い る 。 吸 引 管 の 途 中 に は 、 空 気 と 樹 脂 粉 体 と を 分 離 可 能 な サ イ ク ロ ン 装
置 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 記 吸 込 口 体 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 先 端 面 （ 図 中 下 端 面 ） に 開 口 部 １ を 有 す る と 共 に
後 端 面 ２ （ 図 中 上 端 面 ） に 吸 引 管 ３ を 接 続 さ れ た 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ を 備 え て い る 。 こ こ で
、 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ の 外 径 形 状 は 、 適 宜 、 円 筒 形 状 や 截 頭 円 錐 形 状 や 多 角 形 状 や 截 頭 多 角
錐 形 状 な ど と す る こ と が で き る 。 吸 引 管 ３ は 、 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ の ほ ぼ 閉 口 さ れ た 後 端 面
２ の ほ ぼ 中 心 位 置 に 、 ほ ぼ 垂 直 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 必 要 に 応 じ て 、 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ の 後 端 面 ２ に 外 気 導 入 孔 ５ を 形 成 し 、 外 気 導 入
孔 ５ か ら 導 入 さ れ た 外 気 ６ を 、 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ の 内 部 を 通 し て 開 口 部 １ の 近 傍 へ と 導 く
吹 付 管 ７ を 設 け る 。 こ こ で 、 外 気 導 入 孔 ５ は 、 吸 引 管 ３ の 接 続 部 を 中 心 と す る 同 心 円 状 に
所 要 の 間 隔 を 有 し て 複 数 設 置 さ れ る 。 吹 付 管 ７ は 、 そ の 先 端 部 （ 図 中 下 端 部 ） が 負 圧 発 生
用 筒 体 ４ の 先 端 部 よ り も 若 干 高 く な る よ う に 設 定 さ れ る 。 即 ち 、 吹 付 管 ７ の 先 端 部 が 直 接
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樹 脂 粉 体 ９ に 接 触 し な い よ う に す る 。 ま た 、 吹 付 管 ７ は 、 そ の 基 端 部 （ 図 中 上 端 部 ） が 外
気 導 入 孔 ５ に 直 接 接 続 さ れ る よ う に す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ し て 、 以 上 の よ う な 基 本 構 成 に 対 し 、 こ の 実 施 例 の も の で は 、 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ と 吸
引 管 ３ と の 間 に 回 転 機 構 ２ １ を 介 在 さ せ て 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ を 回 転 自 在 に 構 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ の た め に 、 吸 引 管 ３ の 先 端 部 と 、 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ の 後 端 面 ２ と の 間 に 、 回 転 機 構 ２
１ と し て 軸 受 部 材 ２ ２ を 介 装 す る 。 こ の 軸 受 部 材 ２ ２ は 、 吸 引 管 ３ の 軸 線 を 中 心 と し て 負
圧 発 生 用 筒 体 ４ を 回 転 さ せ 得 る も の と す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 更 に 、 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ の 先 端 側 部 分 に 、 ゴ ミ を 捕 集 可 能 な ブ ラ シ 部 ２ ３ を 全 周 に 亘 っ
て 設 置 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ の 開 口 部 １ に 対 し 、 ゴ ミ を 捕 集 す る と 共 に 、 篩 と し て の 機 能 お
よ び 潜 り 込 み 防 止 機 能 を 有 す る 金 網 ８ を 取 付 け る よ う に し て も 良 い 。 こ こ で 、 金 網 ８ の 目
の 粗 さ に つ い て は 、 吸 引 す る 物 や 捕 集 す る 物 の 粒 径 や 大 き さ な ど に 応 じ て 適 宜 選 定 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 、 こ の 実 施 例 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 記 し た 成 形 用 粉 体 回 収 装 置 で は 、 吸 引 装 置 を 作 動 さ せ る と 、 吸 引 管 ３ を 介 し て 吸 込 口
体 の 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ 内 部 の 空 気 が 吸 込 ま れ 、 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ 内 部 が 負 圧 と な る た め 、
負 圧 発 生 用 筒 体 ４ 内 外 の 圧 力 差 が 等 し く な る よ う に 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ 先 端 面 の 開 口 部 １ か
ら 外 気 ６ が 吸 引 さ れ る 。 こ の 時 の 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ 内 部 の 空 気 の 流 れ は 、 先 端 面 側 か ら 後
端 面 ２ 側 へ の 一 方 向 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の 状 態 で 、 図 １ に 示 す よ う に 、 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ 先 端 面 の 開 口 部 １ を リ ザ ー バ 内 の 樹
脂 粉 体 ９ の 表 面 に 当 接 さ せ る 。 す る と 、 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ の 先 端 側 部 分 に 全 周 に 亘 っ て 設
置 し た ブ ラ シ 部 ２ ３ が 樹 脂 粉 体 ９ の 表 面 に 接 地 す る た め 、 ブ ラ シ 部 ２ ３ に よ っ て 、 樹 脂 粉
体 ９ 中 の ゴ ミ を 浮 か し 取 っ た り 絡 め 取 っ た り す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 そ し て 、 こ の 状 態 で は 、 開 口 部 １ が 樹 脂 粉 体 ９ で ほ ぼ 塞 が れ て 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ の 内 部
が ほ ぼ 密 閉 空 間 と な り 、 開 口 部 １ か ら の 外 気 ６ の 吸 引 量 が 大 幅 に 少 な く な る た め 、 負 圧 発
生 用 筒 体 ４ の 後 端 面 ２ に 形 成 さ れ た 外 気 導 入 孔 ５ か ら 吹 付 管 ７ を 通 っ て 開 口 部 １ の 近 傍 へ
と 導 か れ 、 樹 脂 粉 体 ９ の 表 面 へ 局 所 的 に 吹 付 け ら れ る 。 そ の 結 果 、 吹 付 管 ７ か ら 吹 出 し た
空 気 は 、 直 下 部 の 樹 脂 粉 体 ９ や ゴ ミ を 吹 乱 し つ つ 、 樹 脂 粉 体 ９ の 表 面 よ り も 深 い 位 置 ま で
到 達 し た 後 、 反 転 さ れ 、 上 記 直 下 部 の 外 側 へ 広 が っ て 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ の 内 部 へ と 戻 さ れ
る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 そ し て 、 上 記 吹 付 管 ７ 直 下 部 周 辺 の 樹 脂 粉 体 ９ は 巻 上 げ ら れ 、 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ の 内 部
を 舞 上 げ ら れ る 。 な お 、 開 口 部 １ に 金 網 ８ を 設 け て い る 場 合 に は 、 樹 脂 粉 体 ９ に 混 入 し て
い た ゴ ミ は 、 金 網 ８ を 通 る 時 に 金 網 ８ に て 捕 集 さ れ る 。 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ 内 で 舞 上 げ ら れ
て い る 樹 脂 粉 体 ９ は 、 反 転 さ れ た 空 気 に 同 伴 さ れ て 、 吸 引 管 ３ を 介 し サ イ ク ロ ン 装 置 へ と
搬 送 さ れ て 、 サ イ ク ロ ン 装 置 で 空 気 と 分 離 さ れ て 回 収 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の よ う に 、 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ に 外 気 導 入 孔 ５ お よ び 吹 付 管 ７ を 設 け て 、 空 気 の 流 れ を
反 転 さ せ て 樹 脂 粉 体 ９ を 舞 上 げ さ せ る よ う に し た こ と に よ り 、 樹 脂 粉 体 ９ の 飛 散 を 防 止 し
つ つ 効 率 良 く 樹 脂 粉 体 ９ を 回 収 す る こ と が で き る 。 ま た 、 空 気 の 流 れ の 反 転 現 象 を 利 用 し
て い る た め 、 風 圧 や 風 量 を 変 え な く て も 良 い の で 、 省 エ ネ ル ギ ー 効 果 を 得 る こ と が で き る
。
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【 ０ ０ ３ ９ 】
　 そ し て 、 上 記 吸 込 口 体 を リ ザ ー バ 内 で 適 宜 動 か す こ と に よ り 、 リ ザ ー バ の 全 体 に 亘 っ て
樹 脂 粉 体 ９ の 回 収 ・ 清 掃 を 行 う 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の 際 、 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ と 吸 引 管 ３ と の 間 に 回 転 機 構 ２ １ を 介 在 さ せ て 負 圧 発 生 用 筒
体 ４ を 回 転 自 在 に 構 成 し た こ と に よ り 、 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ の 動 き に 追 随 し て 、 回 転 機 構 ２
１ が 作 動 し 、 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ が （ 従 動 ） 回 転 さ れ る よ う に な る の で 、 壁 際 部 分 な ど に 対
す る 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ の ア ク セ ス 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ の 先 端 側 部 分 に 、 ゴ ミ を 捕 集 可 能 な ブ ラ シ 部 ２ ３ を 全 周 に 亘 っ
て 設 置 し た こ と に よ り 、 壁 際 部 分 の ゴ ミ を ブ ラ シ 部 ２ ３ で 浮 か し 取 っ た り 絡 め 取 っ た り す
る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 更 に 、 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ が 回 転 さ れ る こ と に よ り 、 ブ ラ シ 部 ２ ３ の 引 き 摺 り や 擦 れ な ど
が 抑 え ら れ 、 且 つ 、 ブ ラ シ 部 ２ ３ の 曲 り が 緩 和 ・ 防 止 さ れ る た め 、 ブ ラ シ 部 ２ ３ の 機 能 低
下 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ２ は 、 こ の 発 明 を 具 体 化 し た 実 施 例 ２ を 示 す も の で あ る 。 な お 、 こ の 実 施 例 ２ の も の
は 上 記 実 施 例 １ と ほ ぼ 同 等 の 構 成 を 備 え て い る た め 、 実 施 例 １ の 全 て の 記 載 を こ の 実 施 例
２ の 記 載 と し て 流 用 で き る も の と す る 。 以 下 は 、 こ の 実 施 例 ２ に 特 有 の 構 成 の み に つ い て
記 載 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の 実 施 例 ２ の も の で は 、 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ の 先 端 側 外 周 に 外 気 流 入 隙 間 ３ １ を 有 し て
外 気 導 入 用 筒 壁 部 ３ ２ を 配 設 す る 。 そ し て 、 外 気 導 入 用 筒 壁 部 ３ ２ の 先 端 部 に ブ ラ シ 部 ２
３ を 取 付 け る よ う に す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ こ で 、 外 気 導 入 用 筒 壁 部 ３ ２ は 、 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ と 同 心 状 に 配 置 す る 。 そ し て 、 外
気 導 入 用 筒 壁 部 ３ ２ の 後 端 部 と 先 端 部 と の 間 に 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ の 先 端 が 位 置 す る よ う に
設 定 す る 。 即 ち 、 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ の 先 端 よ り も 外 気 導 入 用 筒 壁 部 ３ ２ の 先 端 部 が 図 中 下
方 へ 突 出 さ れ る よ う に す る 。 ま た 、 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ に 対 し 、 外 気 導 入 用 筒 壁 部 ３ ２ は 、
図 示 し な い 支 持 部 材 を 用 い て 支 持 さ せ る 。 こ の 支 持 部 材 は 、 例 え ば 、 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ の
外 周 に 所 定 の 間 隔 を 有 し て 配 置 す る 。 支 持 部 材 は 、 ３ 箇 所 以 上 設 け る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 次 に 、 こ の 実 施 例 ２ に 特 有 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 吸 引 装 置 を 作 動 さ せ 、 吸 引 管 ３ を 介 し て 吸 込 口 体 の 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ 内 部 の 空 気 を 吸 込
ま せ る と 、 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ 内 部 が 負 圧 に な る た め 、 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ 内 部 と 繋 が っ た 外
気 流 入 隙 間 ３ １ を 介 し て 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ の 外 側 か ら 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ 内 部 へ 外 気 ６ が 吸
引 さ れ る 。 こ う し て 、 外 気 流 入 隙 間 ３ １ を 通 っ て 吸 引 さ れ た 外 気 ６ は 、 樹 脂 粉 体 ９ の 表 面
へ 環 状 に 吹 付 け ら れ る 。 そ の 結 果 、 吹 付 け ら れ た 空 気 に よ っ て 、 外 気 導 入 用 筒 壁 部 ３ ２ 直
下 部 の 樹 脂 粉 体 ９ や ゴ ミ が 吹 乱 さ れ 、 こ の う ち の ゴ ミ は ブ ラ シ 部 ２ ３ に よ っ て 捕 集 さ れ る
。 ま た 、 吹 乱 さ れ た 樹 脂 粉 体 ９ は 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ の 内 部 を 舞 上 が っ て 吸 引 管 ３ へ 吸 引 さ
れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の よ う に 、 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ の 先 端 側 外 周 に 外 気 流 入 隙 間 ３ １ を 有 し て 外 気 導 入 用 筒
壁 部 ３ ２ を 配 設 し 、 外 気 導 入 用 筒 壁 部 ３ ２ の 先 端 部 に ブ ラ シ 部 ２ ３ を 取 付 け た こ と に よ り
、 上 記 実 施 例 １ の 作 用 ・ 効 果 に 加 え て 、 外 気 流 入 隙 間 ３ １ か ら ブ ラ シ 部 ２ ３ へ 向 け て 外 気
６ が 送 給 さ れ る よ う に な る の で 、 ゴ ミ が ブ ラ シ 部 ２ ３ と 接 触 す る 機 会 が 増 大 し 、 以 て 、 ブ
ラ シ 部 ２ ３ に よ る 清 掃 能 力 を 高 め る こ と が で き る よ う に な る 。
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【 ０ ０ ４ ９ 】
　 な お 、 こ れ 以 外 の 構 成 ・ 作 用 ・ 効 果 に つ い て は 、 上 記 実 施 例 １ の も の と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 実 施 例 ２ の 変 形 例 と し て 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 負 圧 発 生 用 筒 体 ４ に 外 気 導 入 孔 ５
お よ び 吹 付 管 ７ を 設 け な い よ う に す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ の よ う に し た 場 合 に は 、 外 気
導 入 孔 ５ お よ び 吹 付 管 ７ に よ る 作 用 ・ 効 果 を 得 る こ と は で き な い も の の 、 外 気 導 入 用 筒 壁
部 ３ ２ お よ び 外 気 流 入 隙 間 ３ １ に よ る 作 用 ・ 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 以 上 、 こ の 発 明 の 実 施 例 を 図 面 に よ り 詳 述 し て き た が 、 実 施 例 は こ の 発 明 の 例 示 に し か
過 ぎ な い も の で あ る た め 、 こ の 発 明 は 実 施 例 の 構 成 に の み 限 定 さ れ る も の で は な く 、 こ の
発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 の 設 計 の 変 更 等 が あ っ て も こ の 発 明 に 含 ま れ る こ と は 勿 論 で
あ る 。 ま た 、 複 数 の 実 施 例 や 変 形 例 が 示 さ れ て い る 場 合 に は 、 こ れ ら の 可 能 な 組 合 せ が 含
ま れ る こ と は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 例 え ば 、 こ の 吸 込 口 体 は 、 成 形 用 粉 体 回 収 装 置 な ど の よ う な 専 用 の 集 塵 機 に 限 ら ず 、 一
般 掃 除 機 に 対 し て も 使 用 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ に か か る 吸 込 口 体 の 側 方 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ に か か る 吸 込 口 体 の 側 方 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 変 形 例 に か か る 吸 込 口 体 の 側 方 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 例 に か か る 吸 込 口 体 の 側 方 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の 吸 込 口 体 が 宙 に 浮 い て い る 状 態 を 示 す 側 方 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 １ 　 　 開 口 部
　 ２ 　 　 後 端 面
　 ４ 　 　 負 圧 発 生 用 筒 体
　 ３ 　 　 吸 引 管
　 ２ １ 　 回 転 機 構
　 ２ ３ 　 ブ ラ シ 部
　 ３ １ 　 外 気 流 入 隙 間
　 ３ ２ 　 外 気 導 入 用 筒 壁 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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